
ひとたび支援や介護が必要になると、誰かのサポートを受けるばかりになり、
本人も周りの人たちも、望む暮らしを諦めてしまう…そんな状況を変えようと、
いま、自立支援に向けた手段の一つとして、社会参加や就労的活動が各地で始まっています。
本人の想いを中心に、地域の関係機関や地元企業が協力しながら、誰もが地域の一員として
自分の役割を持って暮らしつづけられるまちを作っていきませんか。

本人

家族

介護事業所

地域住民

企業

要支援・要介護になっても希望をもって暮らせるまち
～社会参加・就労的活動のススメ～

認知症のある方の社会参加・就労的活動の
事例や関連事務連絡
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/
bunya/0000167700_00002.html

社員だけでは人手が不足する中、とても丁寧な仕事をしていただき、ありがたい
です。高齢になっても、こうやって活躍されている姿に、いつもこちらが学ばせ
ていただいています。

地域活動に参加してみて初めて高齢者、地域について知らないこと、また理解
していないことが多いと思いました。

通所介護のイメージが高齢者の預かりの場といったものではなく、利用される
方々が再度もしくは新たな生きがいや役割を見つけていく場だという認識に変化
しました。

「折り紙や塗り絵などしたくない、自分はまだまだいろいろなことができる」とい
う父の言葉を頼りにデイサービスなどを探してきました。（他のメンバーと一緒に
はたらく姿を見て）あんな様子の父を久しぶりに見ました。本当に嬉しかったです。

小学校ボランティアなどの社会参加活動を通して、今は体がいうことをきかない
ことも多いが、参加したいという気持ちを持つことが増えた。今後も体が動くな
ら色々なことに参加したい。

コーディネーター

本人

地域の企業・団体介護保険サービス
事業所

総合事業の先行事例等
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/
bunya/0000188238.html

地域の子どもの見守り（桜井市） 竹林の整備作業（町田市）

参考　厚生労働省の関係ホームページ



各地域には、社会参加・就労的活動にかかわるさまざまな組織や役割があります。
地域によって、同じ名称の機関や役割を持った人であっても、
実際に担われていることや運用は、それぞれ異なります。

まず、立場を超えて実現したいことや問題意識を持ち寄って、対話できる機会を持ち
小さなアクションを重ねながら、

地域の実情に即した協働・チームづくりを進めることが大切です。

秋田県北部にある藤里町（人口3150人　高齢化率 
47.6％）では、社会福祉協議会が事務局となって
2017年から「プラチナバンク」という取り組みを始
めました。「地域の役に立ちたい」という思いがあ
るなら、年齢や障害の有無に関わらず、誰でも登
録でき、仕事をすることができます。380人が登
録しており、要支援や要介護の人も含まれています。
仕事の内容は、農産物の加工、調理、掃除や雪か
きなど。仕事の内容に応じて、時給が支払われます。
一人で仕事をするのが難しい場合は、グループで
仕事をしたり、体が動かない人は、自分の詳しい
ことや経験を活かして参加することができます。

社会参加・就労的活動の進め方

行政
（高齢者）

行政
（障害者）

行政
（産業振興）

行政
（市民協働）

社会福祉
協議会

就労的活動支援
コーディネーター

生活支援
コーディネーター

認知症地域支援
推進員

地域包括支援
センター

障害者就業・
生活支援センター

ハローワーク
など

生活支援
コーディネーター
（働く人の発掘）

地域の関係者が互いを知り
問題意識を共有
●さまざまな支援者が自立支援に向け
て取り組んできた活動の棚卸

●地域の複数の関係者が問題意識と目
的、情報を共有

●本人とともに考え、小さくても一緒に
やってみることが大切

本人の想い・望む
暮らしから始める
●参加・就労が目的ではなく、
自立と尊厳ある暮らしの継続が
目的

●本人の望む暮らし、仲間たちと
やりたいこと、できることに着目

はたらく場となる組織・
企業の発掘、活動の創出
●地域の暮らしの困りごとから「はたら
き」を創る

●はたらく場となる地域団体、公共団体
や企業等の発掘

●本人にとってもはたらく場にとっても
win-winな関係を

●プラチナバンク働き方登録票を使って、登録者
から聞き取りをしていきます

●定期的な収入を得たいという人から、できるこ
とで貢献したいまでニーズは様々

●仕事の依頼があると、そこに適した人を探しま
すが、時には断られることも

●ひとりでやるよりも、グループでやった方が楽
しくて継続することが多い

社会福祉協議会職員
（仕事の発掘）

●当初は、登録者が多いのに紹介できる仕事が
少ないということが続きました

●他の同僚などと手分けして、地域の様々な会合
に出向き、何か仕事はないか聞いて回りました

●担当ひとりだけでできることではないので、同
僚や他の機関の人と仲間になって、よい話がな
いかウォッチし続けることが大事です

生涯現役の活躍支援（秋田県・藤里町）

関係する機関 関係する役割
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